
No.198

5 会派代表質問 ● 村政を問う

13

問
　
政
府
の
経
済
対
策

は
、
村
民
生
活
と
村
内
経
済

に
ど
の
様
な
影
響
と
効
果

を
も
た
ら
し
た
か
。

答
　
国
は
大
胆
な
金
融
政

策
、
機
動
的
な
財
政
政
策
、

民
間
投
資
を
喚
起
す
る
成

長
戦
略
を
一
体
的
に
実
行
し

て
経
済
再
生
を
推
進
し
て

お
り
ま
す
。

　
村
は
、教
育
施
設
、社
会

基
盤
の
公
共
事
業
を
24
年

度
補
正
予
算
の
前
倒
し
を

行
い
、25
年
度
に
事
業
展
開

を
行
い
ま
す
。大
臣
よ
り
緊

急
事
業
の
早
期
執
行
要
請

が
出
さ
れ
、効
果
も
含
め
住

民
生
活
の
向
上
に
寄
与
す

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

問
　
予
算
編
成
の
財
源
配

分
の
特
色
と
成
果
は
。

答
　
各
担
当
課
で
各
政
策

等
の
進
ち
ょ
く
確
認
と
検

証
を
行
い
、見
直
し
を
含
め

効
果
の
高
い
施
策
を
計
画

し
、
扶
助
費
が
対
前
年
比

３・
１
％
増
、
市
制
準
備
等

に
よ
る
物
件
費
が
９・４
％

増
、
災
害
復
旧
事
業
費

を
含
み
投
資
的
経
費
が

３
８
９
％
と
大
幅
に
伸
び

ま
し
た
。

　
ま
た
、重
点
課
題
の
公
共

施
設
の
延
命
化
と
施
設
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
、市
制
施
行
に

伴
う
行
政
体
制
、東
日
本
大

震
災
の
復
興
支
援
と
放
射

性
物
質
の
除
染
な
ど
を
行

い
ま
し
た
。

問
　
自
治
会
連
合
会
と
単

位
自
治
会
の
位
置
づ
け
と

責
務
は
。

答
　
策
定
中
の
自
治
基
本

条
例
で「
住
民
自
治
日
本
一
」

を
実
現
す
る
ル
ー
ル
作
り

を
進
め
ま
す
。（
仮
称
）コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
条
例
等
の
中

で
、単
位
自
治
会
の
役
割
と

相
互
の
連
携
や
全
体
的
な

自
治
会
連
合
会
の
役
割
、ま

た
各
種
団
体
、企
業
、Ｎ
Ｐ

Ｏ
等
と
の
連
携
に
よ
る
新

し
い
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

在
り
方
を
規
定
し
、関
連
条

例
等
を
検
討
し
ま
す
。

問
　「
住
民
自
治
日
本
一
の

具
体
策
」は
。

答
　
住
民
と
行
政
が
共
に

創
り
上
げ
て
き
た「
め
ざ
そ

う
値
」は
策
定
か
ら
八
年
を

経
て
、自
治
会
や
各
種
団
体

に
成
果
が
伺
え
る
と
認
識

し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
代
表
指
標
の
推

移
を
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
り

毎
年
住
民
の
想
い
の
把
握

に
努
め
て
お
り
、そ
の
傾
向

は
、
自
然
環
境
に
は
高
く
、

仕
事
や
働
く
場
に
は
低
く
、

折
り
返
し
の
基
本
計
画
策

定
時
に
、そ
の
想
い
を
基
に

「
満
足
度
」と「
重
要
度
」で

分
析
し
、政
策
の
方
向
性
を

明
ら
か
に
し
、各
種
事
業
の

展
開
を
図
り
ま
す
。

問
　
６
次
産
業
の
実
績
と

今
後
の
戦
略
は
。

答
　
奨
励
品
種
の
ク
イ
ッ

ク
ス
イ
ー
ト
を
、加
工
品
の

研
究
開
発
や
販
売
、焼
酎
や

学
校
給
食
で
の
食
材
原
料
、

菓
子
類
原
料
と
し
て
商
品

化
へ
の
可
能
性
を
試
み
て
き

ま
し
た
。

　
今
後
の
戦
略
は
、ス
イ
ー

ト
の
原
材
料
を
年
間
供
給

可
能
に
す
る
こ
と
や
、り
ん

ご
の「
は
る
か
」の
ブ
ラ
ン

ド
品
を
目
指
し
た
販
売
戦

略
に
力
を
入
れ
ま
す
。

問
　
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

パ
ー
ク
の
事
業
見
通
し
は
。

答
　
四
年
目
と
な
る
五
月

に
は
13
室
満
室
と
な
り
、そ

の
後
の
整
備
に
つ
い
て
早
期

に
検
討
し
ま
す
。

問
　
地
域
農
業
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
の
合
意
形
成
と
営

農
指
導
は
。

答
　
自
ら
の
地
域
の
農
業

の
将
来
を
、
充
分
話
し
合

い
、ど
の
よ
う
に
発
展
さ
せ
、

継
続
し
て
い
く
か
を
、み
な

さ
ん
の
合
意
の
基
に
決
め
る

こ
と
が
最
も
必
要
で
す
。

　
実
情
に
合
わ
せ
て
将
来

の
発
展
と
継
続
に
向
け
た

プ
ラ
ン
に
し
ま
す
。

　
ま
た
、プ
ラ
ン
に
即
し
た

営
農
指
導
を
行
い
ま
す
。

問
　
子
育
て
支
援
に
つ
い

て
は
。

答
　
本
年
度
は
、
保
育
所

の
建
設
計
画
の
団
体
に
助

成
し
て
増
大
す
る
保
育

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
ま
す
。

　
滝
沢
村
保
育
協
会
で
は
、

傘
下
八
施
設
の
内
、七
施
設

は
昭
和
50
年
代
前
半
に
建

築
さ
れ
た
施
設
で
、
今
後

改
築
な
ど
計
画
的
に
整
備

す
る
必
要
が
あ
り
、補
助
メ

ニ
ュ
ー
を
活
用
し
て
支
援
し

ま
す
。

問
　
地
域
包
括
介
護
支
援

セ
ン
タ
ー
の
整
備
充
実
の

具
体
策
は
。

答
　
村
内
の
高
齢
者
の
増

加
に
伴
う
業
務
量
の
増
大

と
、超
高
齢
社
会
に
対
応
し

う
る
体
制
を
確
保
す
る
必

要
か
ら
適
正
な
人
員
配
置

や
担
当
区
域
に
基
づ
く
分

割
、整
備
拡
充
に
つ
い
て
具

体
的
な
検
討
を
進
め
ま
す
。

問
　
滝
沢
村
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
の
見
直
し
は
。

答
　
27
年
に
市
街
化
区

域
、市
街
化
調
整
区
域
の
定

期
見
直
し
を
予
定
し
て
お

り
、見
直
し
に
向
け
て
決
定

権
者
の
県
が
、人
口
、産
業

な
ど
の
将
来
フ
レ
ー
ム
を
検

討
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
確
定
後
に
、県
、関

係
市
町
村
と
協
議
し
、区
域

区
分
の
編
入
箇
所
を
決
定

す
る
予
定
で
す
。

　
ま
た
現
在
、滝
沢
村
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
の
見
直
し
を
実

施
し
て
お
り
、良
好
な
住
環

境
を
維
持
し
、商
業
・
産
業

機
能
の
導
入
促
進
に
よ
り
、

利
便
性
の
高
い
計
画
的
な

土
地
利
用
を
図
り
ま
す
。

二
十
五
年
度

　
　
予
算
に
つ
い
て

効
果
の
高
い
施
策
を
計
画
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問
　
25
年
度
の
緊
急
雇
用

対
策
及
び
盛
岡
西
リ
サ
ー

チ
パ
ー
ク
の
今
後
は
。

　
ま
た
、
地
域
農
業
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
の
進
ち
ょ
く
は
。

答
　
今
年
度
の
実
績
は
、

42
人
で
、今
年
は
事
業
費
で

２
９
０
０
万
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。西
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク

に
つ
い
て
は
全
力
で
取
り
組

み
ま
す
。

　
地
域
農
業
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
は
、25
年
度
中
に
は
策

定
予
定
で
す
。

健
康
づ
く
り
支
援
対
策
は

問
　
①
検
診
の
受
診
機
会

の
提
供
、健
康
づ
く
り
住

民
運
動
の
内
容
及
び
若

年
層
を
対
象
と
し
た
健

診
の
創
設
と
あ
る
が
内

容
は
。

②
福
祉
支
援
で
、
情
報
共

有
し
住
民
相
互
で
支
え

る
と
あ
る
が
具
体
的
に

は
。

③
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
整
備
充
実
を
検

討
と
あ
る
が
考
え
は
。

答
　
①
前
立
腺
が
ん
検
診

を
特
定
健
診
と
同
時
に

受
診
で
き
る
よ
う
に
し

ま
す
。ま
た
、健
康
づ
く

り
住
民
運
動
は
、「
連
絡

会
」
を
計
画
し
て
い
ま

す
。

　
　
若
年
層
健
診
に
つ
い

て
は
、19
歳
か
ら
39
歳
ま

で
を
対
象
に
、助
成
を
行

う
こ
と
で
健
診
を
進
め

ま
す
。

②
災
害
発
生
時
に
避
難

で
き
な
い
人
を
対
象
に

支
援
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
策
定
さ
れ
、

１
４
０
４
人
が
登
録
さ

れ
て
い
ま
す
。こ
の
情
報

を
地
域
と
共
有
す
る
こ

と
で
支
え
あ
い
に
活
用

し
ま
す
。

③
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
は
、広
範
な
業
務
が

実
施
さ
れ
て
お
り
、業
務

量
は
更
に
増
え
る
状
況

に
あ
り
ま
す
。

　
　
そ
の
た
め
に
、人
員
配

置
や
担
当
区
域
の
分
割
、

整
備
拡
充
が
必
要
で
あ

り
検
討
が
必
要
な
こ
と

か
ら
具
体
的
に
進
め
ま

す
。

少
人
数
学
級
の
拡
充
は

問
　
学
校
教
育
の
充
実
に

つ
い
て
、
県
教
委
は
や
っ
と

少
人
数
学
級
の
拡
充
を
決

め
ま
し
た
。
本
村
で
は
ど
の

よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

答
　
県
教
委
は
、
25
年
度

は
小
学
校
３
年
ま
で
、26
年

度
は
４
年
生
ま
で
拡
充
す

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
本
村
で
は
、教
室
の
確
保

な
ど
の
問
題
も
あ
る
こ
と

か
ら
検
討
中
で
す
が
、学
校

長
と
も
協
議
し
対
応
し
ま

す
。

小
中
連
携
で
学
力
向
上
は

問
　
学
力
向
上
対
策
と
し

て
、
小
中
連
携
教
育
モ
デ
ル

校
で
の
成
果
及
び
今
後
の

取
り
組
み
は
。

答
　
23
年
度
か
ら
行
っ
て

い
ま
す
が
、「
中
一
ギ
ャ
ッ

プ
」の
解
消
が
目
的
で
す
。

こ
れ
ま
で
、
滝
沢
第
二
中

学
校
区
の
滝
沢
第
二
小
、

滝
沢
東
小
、
一
本
木
中
と

一
本
木
小
で
行
っ
て
き
ま

し
た
。

　
25
年
度
は
、
滝
沢
南
中

学
校
区
の
篠
木
小
、
鵜
飼

小
で
行
う
計
画
で
す
。

学
校
司
書
配
置
事
業
は

問
　
学
校
図
書
の
司
書
配

置
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の

取
り
組
み
と
こ
れ
か
ら
の

内
容
は
。

答
　
こ
れ
ま
で
は
、
単
年

度
限
り
の
図
書
館
サ
ポ
ー

タ
ー
の
配
置
で
し
た
が
、一

定
規
模
以
上
の
小
学
校
に

新
規
事
業
と
し
て
実
施
す

る
も
の
で
す
。

学
校
不
適
応
対
策
は

問
　
適
応
指
導
の
充
実
に

努
め
る
と
あ
る
が
、
現
在
の

実
態
は
。

答
　
適
応
指
導
の
充
実
は
、

特
別
支
援
教
育
支
援
員
を

２
人
増
員
す
る
も
の
で
す
。

　
不
登
校
児
童
生
徒
数
は
、

19
年
度
の
66
人
か
ら
昨
年

度
は
47
人
ま
で
減
少
し
て

い
ま
す
。

給
食
民
間
委
託
の

　
　
進
ち
ょ
く
状
況
は

問
　
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

運
営
委
員
会
の
審
議
及
び

保
護
者
へ
の
周
知
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

答
　
運
営
委
員
会
に
お
い

て
は
、選
考
方
法
な
ど
を
審

議
い
た
だ
き
、保
護
者
に
も

文
書
配
布
を
行
っ
て
い
ま

す
。

雇
用
促
進
と
独
自
の

緊
急
雇
用
対
策
の
内
容
は

今
年
度
の
実
績
は
42
人

事
業
費
で
２
９
０
０
万
円
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